専門職大学院における「ディベート的討議演習」(その2) : ロールプレイングの教育的有効性とその実際 by 花田 修一
専門職大学院における「ディベート的討議演習」（その２） 
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実践報告 
専門職大学院における「ディベート的討議演習」（その２） 
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次に示すのは、受講生 A と B が、資料などを検索し、発表したものの要旨を整理したものである。 
① 受講者 A の発表から 
役割演技のことである。本来は心理劇的・集団治療の技法として活用されてきたもの。代表的な
専門職大学院における「ディベート的討議演習」（その２） 












編著『21 世紀型授業づくり 15 国語科で育てる相互交流能力 中学校編』2000 明治図書） 


















るロールプレイングの手引き』1981 年 誠信書房） 
 
 以上、受講者 A と B の「ロールプレイング」の定義や教育的意義についての発表の要旨を整理し
て報告した。いずれも、参考文献などを引用しつつ、日常生活や学校現場における「ロールプレイ
『教育総合研究』第２号 2009 年 3 月 










次に示すのは、受講者 A と B と C と D が、実際に模擬授業として演習をしたものの一部を整理
したものである。 






○ 導入（約５分） 前時（敬語の種類）の復習 
○ 展開１（約 20 分）グループによるシナリオの完成とテーマによるグループ分け 
○ 展開２（約 15 分）ロールプレイングによる各グループの発表 
○ まとめ（約 10 分）ワークシートを使った発表 
以下に示すのは、各グループの敬語に関する課題例である。 










② 受講者 B の模擬授業から 
 B は、中学校３年生を対象として「裁判の種類と人権」（社会科・公民科）を取り扱う際に「ロー
専門職大学院における「ディベート的討議演習」（その２） 






○ 展開１（約 20 分）模擬裁判をロールプレイングで実演 
○ 展開２（約 25 分）証拠をもとにした有罪か無罪かの判決 
○ まとめ（約５分）評価用紙を使っての発表 
展開１の役割は、裁判長、検察官、被告人、弁護人、証人の５名であった。 
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③ 受講者 C と D の模擬授業から 
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また、次のような「ロールカード」を作成し、それぞれの役割演技のための立場を明示した。 
 A さんの役割…あなたは A さんです。あなたは C さんのことをよく思っていません。そこであな
たは、B さんに呼びかけて、C さんの靴を隠してしまおうと提案してください。 
 B さんの役割…あなたは B さんです。あなたは A さんから C さんの靴を隠してしまおうと呼び
かけられます。そこであなたは、次の(1)(2)から行動を選んで A さんに答えてください。 
(1) C さんの靴を A さんと一緒になって隠してしまう。 
(2) A さんのしようとしていることはよくないので、A さんを止める。 
 C さんの役割…あなたは C さんです。あなたは A さんがあなたの靴を隠そうとしているところを
偶然見つけてしまいます。B さんも一緒にいるようですが、もしかすると B さんは A さんを止めて
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平成 18 年度から平成 20 年度（前期）に筆者が担当した「ディベート的討議演習」の授業から「ロー
ルプレイング」の内容に焦点化して報告した。 
 本授業全般に関する受講者の「授業から学んだこと」については、『教育総合研究』第１号（2008
年）の pp. 61-62 の拙稿を参照いただければ幸いである。なお、平成 18 年度の受講者は 11 名、19




















アトークの教育的有効性とその実際――」『教育総合研究 日本教育大学院大学紀要』第 1 号
2008 pp.49-65 
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Practice-based Report 
Seminar on Debate and Deliberation 
at a Professional School (No.2): 




This article describes some of the contents of a Seminar on Debate and Deliberation, taught 
for three years during the 2006-09 academic years.  It focuses on the section of role-playing. 
Role-playing is translated as “performance of roles.”  It was originally a technique of 
psychodrama in the field of psychotherapy, and is a collective activity based on an improvised 
play.  The objectives of role-playing are to assist learners to make a new discovery about 
themselves and others by acting a role and switching roles, and to help them solve problems by 
raising awareness of issues.   
Based on the analysis of students’ lecture notes and presentation handouts, this article 
aims to investigate the educational effectiveness of the methods used in the course and to 
contribute to the development of practice-based research on debate education at professional 
schools of education. 
Key words: role-playing, language activities, logical thinking, deepening and expansion of 
recognition, methods of expression 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 
